
＊
宇
都
宮
氏
の
歴
史

＊
宇
都
宮
氏
の
歴
史　

　

若
宮
大
路
の
二
ノ
鳥
居
か

　

若
宮
大
路
の
二
ノ
鳥
居
か

ら
北
へ
百
ｍ
ほ
ど
行
く
と
、

ら
北
へ
百
ｍ
ほ
ど
行
く
と
、

右
手
に
鎌
倉
彫
会
館
と
カ
ト

右
手
に
鎌
倉
彫
会
館
と
カ
ト

リ
ッ
ク
雪
ノ
下
教
会
が
路
地

リ
ッ
ク
雪
ノ
下
教
会
が
路
地

を
挟
ん
で
並
ん
で
い
ま
す
。

を
挟
ん
で
並
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
裏
手
に
小
さ
な
社
が
鎮

そ
の
裏
手
に
小
さ
な
社
が
鎮

座
し
て
い
ま
す
。
社
の
辺
り

座
し
て
い
ま
す
。
社
の
辺
り

の
路
地
を
宇
津
宮

の
路
地
を
宇
津
宮
辻ず

子し

と
い
と
い

い
、
社
を
宇
津
宮
稲
荷
社
と

い
、
社
を
宇
津
宮
稲
荷
社
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
由
緒
は
不

呼
ん
で
い
ま
す
。
由
緒
は
不

明
で
す
。
た
だ
、
宇
都
宮
氏

明
で
す
。
た
だ
、
宇
都
宮
氏

が
こ
の
辺
り
に
住
ん
で
い
た

が
こ
の
辺
り
に
住
ん
で
い
た

と
さ
れ
、
社
の
名
も
こ
れ
に

と
さ
れ
、
社
の
名
も
こ
れ
に

由
来
す
る
よ
う
で
す
。

由
来
す
る
よ
う
で
す
。

　

宇
都
宮
氏
は
、
藤
原
氏
を

　

宇
都
宮
氏
は
、
藤
原
氏
を

先
祖
と
す
る
下
野
国
（
栃

先
祖
と
す
る
下
野
国
（
栃

木
）
の
武
士
で
、
源
頼
朝
に

木
）
の
武
士
で
、
源
頼
朝
に

従
っ
て
活
躍
し
ま
し
た
。
し

従
っ
て
活
躍
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
一
族
の
歴
史
は
、
順

か
し
、
一
族
の
歴
史
は
、
順

風
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し

風
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
ず
頼
朝
に
仕
え
た
初

た
。
ま
ず
頼
朝
に
仕
え
た
初

代
朝
綱
は
、
和
田
義
盛
や
畠

代
朝
綱
は
、
和
田
義
盛
や
畠

山
重
忠
と
並
ぶ
地
位
に
あ
り

山
重
忠
と
並
ぶ
地
位
に
あ
り

ま
し
た
が
、
下
野
の
国
司
と

ま
し
た
が
、
下
野
の
国
司
と

の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
土
佐
国

の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
土
佐
国

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
横
浜
支
社
の

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
横
浜
支
社
の

総
合
防
災
訓
練
が
「
防
災
の

総
合
防
災
訓
練
が
「
防
災
の

日
」
の
９
月
１
日
、
鎌
倉
市

日
」
の
９
月
１
日
、
鎌
倉
市

上
町
屋
の
鎌
倉
車
両
セ
ン
タ

上
町
屋
の
鎌
倉
車
両
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
、
同
社
や
グ
ル

ー
で
行
わ
れ
、
同
社
や
グ
ル

ー
プ
会
社
、
鎌
倉
市
消
防
本

ー
プ
会
社
、
鎌
倉
市
消
防
本

部
の
職
員
、
県
立
大
船
高
校

部
の
職
員
、
県
立
大
船
高
校

生
ら
約
２
５
０
人
が
参
加
し

生
ら
約
２
５
０
人
が
参
加
し

た
＝
写
真
。

＝
写
真
。
は
じ
め
に
横
浜

は
じ
め
に
横
浜

支
社
執
行
役
員
・
渡
利
千
春

支
社
執
行
役
員
・
渡
利
千
春

さ
ん
が「
本
番
同
様
に
訓
練

さ
ん
が「
本
番
同
様
に
訓
練

を
行
い
、訓
練
を
実
り
あ
る

を
行
い
、訓
練
を
実
り
あ
る

も
の
に
し
て
ほ
し
い
」と
あ

も
の
に
し
て
ほ
し
い
」と
あ

い
さ
つ
。訓
練
は
、
真
夏
の

い
さ
つ
。訓
練
は
、
真
夏
の

午
前
午
前
1010
時
に
地
震
が
発
生

時
に
地
震
が
発
生

し
、
電
化
柱
が
倒
れ
架
線
が

し
、
電
化
柱
が
倒
れ
架
線
が

切
断
、
横
須
賀
線
が
大
船
―

切
断
、
横
須
賀
線
が
大
船
―

北
鎌
倉
駅
に
緊
急
停
車
し
、

北
鎌
倉
駅
に
緊
急
停
車
し
、

空
調
が
停
止
し
て
室
温
が
上

空
調
が
停
止
し
て
室
温
が
上

っ
た
車
内
に
乗
客
が
閉
じ

っ
た
車
内
に
乗
客
が
閉
じ

込
め
ら
れ
た
と
想
定
し
て

込
め
ら
れ
た
と
想
定
し
て

実
施
さ
れ
た
。
列
車
の
運

実
施
さ
れ
た
。
列
車
の
運

転
手
や
車
掌
が
社
内
放
送

転
手
や
車
掌
が
社
内
放
送

で
負
傷
者
が
い
な
い
か
な

で
負
傷
者
が
い
な
い
か
な

ど
確
認
を
し
な
が
ら
車
両

ど
確
認
を
し
な
が
ら
車
両

や
線
路
の
状
況
を
駅
に
伝

や
線
路
の
状
況
を
駅
に
伝

え
る
と
、
駅
で
は
直
ち
に

え
る
と
、
駅
で
は
直
ち
に

現
地
対
策
本
部
を
設
置
、
復

現
地
対
策
本
部
を
設
置
、
復

旧
班
を
現
地
に
派
遣
し
、
消

旧
班
を
現
地
に
派
遣
し
、
消

防
隊
と
連
携
し
て
避
難
は
し

防
隊
と
連
携
し
て
避
難
は
し

ご
で
乗
客
を
降
車
。
乗
客
を

ご
で
乗
客
を
降
車
。
乗
客
を

車
イ
ス
ご
と
ロ
ー
プ
で
吊
り

車
イ
ス
ご
と
ロ
ー
プ
で
吊
り

上
げ
て
降
ろ
し
、
重
傷
者
は

上
げ
て
降
ろ
し
、
重
傷
者
は

タ
ン
カ
ー
で
搬
送
し
た
。

タ
ン
カ
ー
で
搬
送
し
た
。

　

乗
客
役
の
高
校
生
ら
は
、

　

乗
客
役
の
高
校
生
ら
は
、

は
し
ご
を
つ
か
み
な
が
ら
後

は
し
ご
を
つ
か
み
な
が
ら
後

ろ
向
き
に
降
り
る
な
ど
の
指

ろ
向
き
に
降
り
る
な
ど
の
指

示
を
受
け
て
い
た
。

示
を
受
け
て
い
た
。

　

治
療
や
搬
送
の
優
先
順
位

　

治
療
や
搬
送
の
優
先
順
位

を
決
め
る
ト
リ
ア
ー
ジ
訓

を
決
め
る
ト
リ
ア
ー
ジ
訓

練
、
三
角
巾
を
使
っ
た
応
急

練
、
三
角
巾
を
使
っ
た
応
急

救
護
の
講
習
、
架
線
の
復
旧

救
護
の
講
習
、
架
線
の
復
旧

訓
練
も
あ
っ
た
。

訓
練
も
あ
っ
た
。

　

逗
子
の

　

逗
子
の
3030
代
の
市
民
を
中

代
の
市
民
を
中

心
に
集
う
団
体「
逗
子

心
に
集
う
団
体「
逗
子
3030‘
ｓ
‘
ｓ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
田
中
美
乃

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
田
中
美
乃

里
代
表
）
」
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

里
代
表
）
」
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

愛
好
者
が
４
年

愛
好
者
が
４
年
ほ
ど
ほ
ど
前
か
ら

前
か
ら

始
め
た
「
夜
回
り
ラ
ン
」
は

始
め
た
「
夜
回
り
ラ
ン
」
は

定
期
的
に
夜
間
の
住
宅
地
な

定
期
的
に
夜
間
の
住
宅
地
な

ど
を
走
り
な
が
ら
見
回
る
防

ど
を
走
り
な
が
ら
見
回
る
防

犯
活
動
で
、
藤
沢
や
綾
瀬
へ

犯
活
動
で
、
藤
沢
や
綾
瀬
へ

広
が
り
始
め
て
い
る
。

広
が
り
始
め
て
い
る
。

　

他
市
と
の
情
報
交
換
と
交

　

他
市
と
の
情
報
交
換
と
交

流
を
目
的
に
「
夜
回
り
ラ
ン

流
を
目
的
に
「
夜
回
り
ラ
ン

サ
ミ
ッ
ト
」
が
９
月
２
日
新

サ
ミ
ッ
ト
」
が
９
月
２
日
新

宿
会
館
で
開
か
れ
、
約

宿
会
館
で
開
か
れ
、
約
3030
人

が
集
ま
っ
た
。
逗
子
チ
ー
ム

が
集
ま
っ
た
。
逗
子
チ
ー
ム

は
、
若
い
世
代
が
ラ
ン
ニ
ン

は
、
若
い
世
代
が
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
通
し
て
地
域
の
仲
間
を

グ
を
通
し
て
地
域
の
仲
間
を

　

鎌
倉
・
鶴
岡
八
幡
宮
の
例
大
祭
が
９
月

　

鎌
倉
・
鶴
岡
八
幡
宮
の
例
大
祭
が
９
月
1414

日
か
ら
３
日
間
行
わ
れ
、
２
日
目
の

日
か
ら
３
日
間
行
わ
れ
、
２
日
目
の
1616
日
小
日
小

雨
の
ぱ
ら
つ
く
中
、
午
後
１
時
か
ら
流
鏑
馬

雨
の
ぱ
ら
つ
く
中
、
午
後
１
時
か
ら
流
鏑
馬

神
事
が
行
わ
れ
た

神
事
が
行
わ
れ
た
＝
松
原
省
吾
さ
ん
撮
影

＝
松
原
省
吾
さ
ん
撮
影
。

　

１
１
８
７
年
（
文
治
３
）
源
頼
朝
に
よ
り

　

１
１
８
７
年
（
文
治
３
）
源
頼
朝
に
よ
り

初
め
て
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
伝
統
行
事
。

初
め
て
行
わ
れ
た
と
い
わ
れ
る
伝
統
行
事
。

　

諸
役
が
位
置
に
つ
く
と
、
３
騎
の
射
手
が

　

諸
役
が
位
置
に
つ
く
と
、
３
騎
の
射
手
が

約
２
５
０
ｍ
の
馬
場
を
疾
走
す
る
馬
の
上
か

約
２
５
０
ｍ
の
馬
場
を
疾
走
す
る
馬
の
上
か

ら
矢
を
構
え
、
３
カ
所
の
的
を
次
々
と
射
ぬ

ら
矢
を
構
え
、
３
カ
所
の
的
を
次
々
と
射
ぬ

き
、
的
に
命
中
す
る
と
観
客
か
ら
拍
手
と
大

き
、
的
に
命
中
す
る
と
観
客
か
ら
拍
手
と
大

き
な
歓
声
が
上
が
っ
た
。

き
な
歓
声
が
上
が
っ
た
。

増
や
し
て
き
た
活
動
の
経
緯

増
や
し
て
き
た
活
動
の
経
緯

を
紹
介
。
他
市
の
参
加
者
か

を
紹
介
。
他
市
の
参
加
者
か

ら
「
逗
子
は
警
察
と
協
力
も

ら
「
逗
子
は
警
察
と
協
力
も

で
き
て
い
て
、
商
工
会
や
社

で
き
て
い
て
、
商
工
会
や
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
会
員

会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
会
員

が
キ
ー
マ
ン
に
な
っ
て
い

が
キ
ー
マ
ン
に
な
っ
て
い

る
」
と
評
価
。

る
」
と
評
価
。

　

社
協
を
中
心
に
発
足
し
た

　

社
協
を
中
心
に
発
足
し
た

「
あ
や
せ

「
あ
や
せtom

orrow
tom
orrow

プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
「
ホ
タ
ル

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
「
ホ
タ
ル

観
賞
を
組
み
合
わ
せ
た
時
に

観
賞
を
組
み
合
わ
せ
た
時
に

参
加
者
が
多
か
っ
た
」
な
ど

参
加
者
が
多
か
っ
た
」
な
ど

の
事
例
を
紹
介
。
藤
沢
市
在

の
事
例
を
紹
介
。
藤
沢
市
在

住
の
逗
子
市
職
員
川
嶋
名
津

住
の
逗
子
市
職
員
川
嶋
名
津

子
さ
ん
（

子
さ
ん
（
4646
）
が
立
ち
上

）
が
立
ち
上

げ
た
「
片
瀬
鵠
沼

げ
た
「
片
瀬
鵠
沼
4040‘
ｓ
」

‘
ｓ
」

は
、
公
共
施
設
を
拠
点
に
社

は
、
公
共
施
設
を
拠
点
に
社

会
貢
献
を
前
面
に
出
し
た
活

会
貢
献
を
前
面
に
出
し
た
活

動
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
報

動
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
報

告
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終

告
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終

了
後
、
逗
子
海
岸
と
新
宿
地

了
後
、
逗
子
海
岸
と
新
宿
地

区
を
走
り
、
見
回
り
の
ポ
イ

区
を
走
り
、
見
回
り
の
ポ
イ

ン
ト
を
検
証
。
交
流
会
で
親

ン
ト
を
検
証
。
交
流
会
で
親

交
を
深
め
た
。

交
を
深
め
た
。

　

逗
子
の
夜
回
り
ラ
ン
は
毎

　

逗
子
の
夜
回
り
ラ
ン
は
毎

月
最
終
水
曜

月
最
終
水
曜
2020
時
。
参
加
す

時
。
参
加
す

る
場
合
は
事
前
連
絡
を
。
服

る
場
合
は
事
前
連
絡
を
。
服

部
さ
ん
☎
０
８
０
・
５
０
９

部
さ
ん
☎
０
８
０
・
５
０
９

５
・
５
７
６
３

５
・
５
７
６
３ 

（
Ｋ
）

（
Ｋ
）

　

葉
山
町
長
柄
に
新
し
い
価

　

葉
山
町
長
柄
に
新
し
い
価

値
観
を
生
み
出
す
「
も
の
づ

値
観
を
生
み
出
す
「
も
の
づ

く
り
」
の
拠
点
「
葉
山
フ
ァ

く
り
」
の
拠
点
「
葉
山
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
」
が
９
月
か
ら
本

ク
ト
リ
ー
」
が
９
月
か
ら
本

格
始
動
し
て
い
る

格
始
動
し
て
い
る
＝
写
真
。

＝
写
真
。

　

昨
年
老
朽
化
で
閉
鎖
さ
れ

　

昨
年
老
朽
化
で
閉
鎖
さ
れ

た
南
郷
交
差
点
近
く
の
社
員

た
南
郷
交
差
点
近
く
の
社
員

寮
を
「
空
家
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

寮
を
「
空
家
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

が
借
り
受
け
、
自
ら
の
手
で

が
借
り
受
け
、
自
ら
の
手
で

改
装
を
行
う
「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
」
で

改
装
を
行
う
「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
」
で

よ
み
が
え
ら
せ
た
。

よ
み
が
え
ら
せ
た
。

　

「
空
家
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
は

　

「
空
家
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
は

「
空
家
を
再
生
し
な
が
ら
も

「
空
家
を
再
生
し
な
が
ら
も

の
づ
く
り
の
文
化
を
育
て
た

の
づ
く
り
の
文
化
を
育
て
た

い
」
と
逗
子
市
在
住
の
エ
ン

い
」
と
逗
子
市
在
住
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
加
藤
太
一
さ
ん（

ジ
ニ
ア
加
藤
太
一
さ
ん（
3636
）

が
立
ち
上
げ
た
団
体
で
、
メ

が
立
ち
上
げ
た
団
体
で
、
メ

ン
バ
ー
は
約
１
９
０
人
。
全

ン
バ
ー
は
約
１
９
０
人
。
全

員
が
お
互
い
の
テ
ー
マ
カ
ラ

員
が
お
互
い
の
テ
ー
マ
カ
ラ

ー
で
呼
び
合
っ
て
い
る
。

ー
で
呼
び
合
っ
て
い
る
。

　

約
２
４
０
㎡
の
建
物
は
１

　

約
２
４
０
㎡
の
建
物
は
１

階
が
食
堂
や
資
材
置
場
、
２

階
が
食
堂
や
資
材
置
場
、
２

階
が
８
部
屋
の
居
室
で
、
２

階
が
８
部
屋
の
居
室
で
、
２

階
を
工
房
と
し
て
ア
ー
テ
ィ

階
を
工
房
と
し
て
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
貸
し
出
し
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で

ス
ト
に
貸
し
出
し
Ｄ
Ｉ
Ｙ
で

改
装
し
た
。
工
具
や
技
術
を

改
装
し
た
。
工
具
や
技
術
を

シ
ェ
ア
し
、
資
材
も
仲
間
の

シ
ェ
ア
し
、
資
材
も
仲
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
古
材
な
ど

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
古
材
な
ど

が
集
ま
っ
て
く
る
。

が
集
ま
っ
て
く
る
。

　

捨
て
ら
れ
る
も
の
に
新
し

　

捨
て
ら
れ
る
も
の
に
新
し

い
価
値
を
吹
き
込
む
「
ア
ッ

い
価
値
を
吹
き
込
む
「
ア
ッ

プ
サ
イ
ク
ル
」
と
、
場
所
や

プ
サ
イ
ク
ル
」
と
、
場
所
や

道
具
、
技
術
、
楽
し
さ
を
分

道
具
、
技
術
、
楽
し
さ
を
分

け
合
う
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」

け
合
う
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
取
り
組

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
取
り
組

み
、
大
工
ら
プ
ロ
が
加
わ
り

み
、
大
工
ら
プ
ロ
が
加
わ
り

な
が
ら
も
基
本
は
つ
く
る
人

な
が
ら
も
基
本
は
つ
く
る
人

の
自
由
な
発
想
を
重
視
。
毎

の
自
由
な
発
想
を
重
視
。
毎

週
末
通
う
と
い
う
Ｉ
Ｔ
企
業

週
末
通
う
と
い
う
Ｉ
Ｔ
企
業

勤
務
の
横
浜
の
男
性
は
「
い

勤
務
の
横
浜
の
男
性
は
「
い

ろ
い
ろ
な
ス
キ
ル
の
あ
る
人

ろ
い
ろ
な
ス
キ
ル
の
あ
る
人

と
出
会
え
て
楽
し
い
」
と
廃

と
出
会
え
て
楽
し
い
」
と
廃

材
か
ら
ブ
ラ
ン
コ
を
作
り
、

材
か
ら
ブ
ラ
ン
コ
を
作
り
、

５
歳
の
子
と
参
加
し
た
逗
子

５
歳
の
子
と
参
加
し
た
逗
子

の
主
婦
は
「
部
屋
も
借
り
て

の
主
婦
は
「
部
屋
も
借
り
て

み
た
い
」
と
合
板
の
切
れ
端

み
た
い
」
と
合
板
の
切
れ
端

を
組
み
合
わ
せ
円
卓
作
り
に

を
組
み
合
わ
せ
円
卓
作
り
に

没
頭
。

没
頭
。
1010
月
か
ら
毎
月
第

月
か
ら
毎
月
第

３
日
曜
、
工
作
の
ワ
ー
ク

３
日
曜
、
工
作
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
開
催
。
参
加
は

シ
ョ
ッ
プ
開
催
。
参
加
は

Ｈ
Ｐ
か
ら

Ｈ
Ｐ
か
らhttp://w

w
w
.

http://w
w
w
.

hayam
afactory.com

hayam
afactory.com

に
、
孫
の
頼
綱
は
豊
後
（
大

に
、
孫
の
頼
綱
は
豊
後
（
大

分
）に
、弟
の
朝
綱
は
周
防
国

分
）に
、弟
の
朝
綱
は
周
防
国

（
山
口
）に
流
さ
れ
ま
し
た
。

（
山
口
）に
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
頼
綱
は
、
流
罪
か

　

さ
ら
に
頼
綱
は
、
流
罪
か

ら
十
数
年
後
、
将
軍
の
後
継

ら
十
数
年
後
、
将
軍
の
後
継

者
争
い
の
事
件
に
連
座
し

者
争
い
の
事
件
に
連
座
し

て
、
鎌
倉
か
ら
退
去
す
る
羽

て
、
鎌
倉
か
ら
退
去
す
る
羽

目
に
陥
り
ま
し

目
に
陥
り
ま
し

た
。
出
家
ま
で
し

た
。
出
家
ま
で
し

て
、
無
実
を
訴
え

て
、
無
実
を
訴
え

た
の
で
す
が
、
執

た
の
で
す
が
、
執

権
義
時
は
、
頼
綱

権
義
時
は
、
頼
綱

と
の
面
会
も
拒
否

と
の
面
会
も
拒
否

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

傷
心
の
頼
綱
は
、
京
都
に

　

傷
心
の
頼
綱
は
、
京
都
に

向
か
い
ま
し
た
。
す
で
に
武

向
か
い
ま
し
た
。
す
で
に
武

家
歌
人「
蓮
生
」と
し
て
知
ら

家
歌
人「
蓮
生
」と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
藤
原

れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
藤
原

定
家
の
山
荘
の
あ
る
小
倉
山

定
家
の
山
荘
の
あ
る
小
倉
山

近
く
に
居
を
構
え
ま
し
た
。

近
く
に
居
を
構
え
ま
し
た
。

　

鎌
倉
が
、京
都
、宇
都
宮
と

　

鎌
倉
が
、京
都
、宇
都
宮
と

並
ぶ
三
歌
壇
に
数
え
ら
れ
た

並
ぶ
三
歌
壇
に
数
え
ら
れ
た

の
は
頼
綱
の
影
響
と
い
え
る

の
は
頼
綱
の
影
響
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
お
か
げ
で
鎌
倉

で
し
ょ
う
。
お
か
げ
で
鎌
倉

に
は
定
家
の
子
孫
も
多
く
訪

に
は
定
家
の
子
孫
も
多
く
訪

れ
武
家
歌
人
の
指
導
に
当
た

れ
武
家
歌
人
の
指
導
に
当
た

り
ま
し
た
。
し
か
し
華
や
か

り
ま
し
た
。
し
か
し
華
や
か

な
歌
所
の
世
界
の
裏
で
は
、

な
歌
所
の
世
界
の
裏
で
は
、

主
な
き
屋
敷
跡
に
残
さ
れ
た

主
な
き
屋
敷
跡
に
残
さ
れ
た

稲
荷
社
が
侘
し
い
歳
月
を
繰

稲
荷
社
が
侘
し
い
歳
月
を
繰

り
返
し
て
い
た
の
で
す
。

り
返
し
て
い
た
の
で
す
。

　

い
つ
は
り
の
な
き
世
の
人

　

い
つ
は
り
の
な
き
世
の
人

の
こ
と
の
は
を

の
こ
と
の
は
を 

空
に
し
ら

空
に
し
ら

す
る
あ
り
あ
け
の
月　

す
る
あ
り
あ
け
の
月　

 

蓮
生　
蓮
生　

＊
荒
ら
ぶ
る
地
霊

＊
荒
ら
ぶ
る
地
霊　

　

頼
綱
が
去
っ
た
後
の
鎌
倉

　

頼
綱
が
去
っ
た
後
の
鎌
倉

は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
ま

は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
ま

し
た
。
比
企
、
畠
山
、
和
田

し
た
。
比
企
、
畠
山
、
和
田

氏
な
ど
の
有
力
な
御
家
人
が

氏
な
ど
の
有
力
な
御
家
人
が

次
々
滅
ぼ
さ
れ
、
源
頼
家
と

次
々
滅
ぼ
さ
れ
、
源
頼
家
と

実
朝
が
暗
殺
さ
れ
、
源
氏
将

実
朝
が
暗
殺
さ
れ
、
源
氏
将

軍
は
わ
ず
か
三
代
で
終
り
、

軍
は
わ
ず
か
三
代
で
終
り
、

北
条
氏
の
時
代
へ
と
進
み
ま

北
条
氏
の
時
代
へ
と
進
み
ま

し
た
。
一
族
の
繁
栄
を
築
い

し
た
。
一
族
の
繁
栄
を
築
い

た
義
時
、
政
子
も
、
病
を
得

た
義
時
、
政
子
も
、
病
を
得

て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
天
下

て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
天
下

一
新
と
ば
か
り
、
大
倉
幕
府

一
新
と
ば
か
り
、
大
倉
幕
府

は
廃
止
さ
れ
、
宇
津
宮
辻
子

は
廃
止
さ
れ
、
宇
津
宮
辻
子

に
移
さ
れ
ま
し
た
。

に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　

場
所
の
選
定
に
は
陰
陽
師

　

場
所
の
選
定
に
は
陰
陽
師

の
意
見
を
入
れ
て
決
め
ら
れ

の
意
見
を
入
れ
て
決
め
ら
れ

ま
し
た
が
そ
れ
は
都
合
よ
く

ま
し
た
が
そ
れ
は
都
合
よ
く

宇
都
宮
氏
の
跡
地
で
も
あ
っ

宇
都
宮
氏
の
跡
地
で
も
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

宇
津
宮
辻
子
幕
府
の
期
間
は

宇
津
宮
辻
子
幕
府
の
期
間
は

十
年
余
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
調

十
年
余
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
調

理
場
の
竈
が
突
然
鳴
り
出

理
場
の
竈
が
突
然
鳴
り
出

す
。
御
所
の
座
敷
に
名
の
知

す
。
御
所
の
座
敷
に
名
の
知

れ
ぬ
黒
鳥
が
集
ま
る
。
地
震

れ
ぬ
黒
鳥
が
集
ま
る
。
地
震

が
来
る
。
将
軍
が
病
気
に
な

が
来
る
。
将
軍
が
病
気
に
な

る
。
「
土
公
（
土
地
の
神
）

る
。
「
土
公
（
土
地
の
神
）

祟
り
を
な
す
」
と
判
断
し
、

祟
り
を
な
す
」
と
判
断
し
、

幕
府
は
鶴
岡
八
幡
宮
に
近
い

幕
府
は
鶴
岡
八
幡
宮
に
近
い

所
へ
移
さ
れ
ま
し
た
。
陰
陽

所
へ
移
さ
れ
ま
し
た
。
陰
陽

師
を
以
っ
て
し
て
も
地
霊
を

師
を
以
っ
て
し
て
も
地
霊
を

鎮
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

鎮
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

た
の
で
し
ょ
う
。

＊
小
さ
な
社
の
巨
大
な
力

＊
小
さ
な
社
の
巨
大
な
力

　

鎌
倉
彫
会
館
と
教
会
の
間

　

鎌
倉
彫
会
館
と
教
会
の
間

を
行
く
と
、
数
本
の
シ
イ
ノ

を
行
く
と
、
数
本
の
シ
イ
ノ

キ
や
サ
ク
ラ
が
茂
っ
た
鎮
守

キ
や
サ
ク
ラ
が
茂
っ
た
鎮
守

の
森
が
あ
り
ま
す
。
路
地
と

の
森
が
あ
り
ま
す
。
路
地
と

竹
垣
に
囲
ま
れ
た
神
社
で

竹
垣
に
囲
ま
れ
た
神
社
で

す
。
朱
の
鳥
居
と
社
殿
、
境

す
。
朱
の
鳥
居
と
社
殿
、
境

内
の
手
入
れ
も
よ
く
、
風
情

内
の
手
入
れ
も
よ
く
、
風
情

が
あ
り
ま
す
。
宇
津
宮
辻
子

が
あ
り
ま
す
。
宇
津
宮
辻
子

幕
府
旧
蹟
の
石
碑
も
歴
史
を

幕
府
旧
蹟
の
石
碑
も
歴
史
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

ア
ー
ス
パ
ワ
ー
フ
ィ
ラ
―

　

ア
ー
ス
パ
ワ
ー
フ
ィ
ラ
―

大
根
秀
行
師
と
歩
く
会
が
訪

大
根
秀
行
師
と
歩
く
会
が
訪

ね
た
の
は
２
月
で
し
た
。
大

ね
た
の
は
２
月
で
し
た
。
大

根
師
が
柏
手
を
打
ち
、
鳥
居

根
師
が
柏
手
を
打
ち
、
鳥
居

の
手
前
、
社
殿
の
左
手
前
と

の
手
前
、
社
殿
の
左
手
前
と

横
、
裏
側
の
４
カ
所
の
パ
ワ

横
、
裏
側
の
４
カ
所
の
パ
ワ

ー
ス
ポ
ッ
ト
を
指
摘
し
ま
し

ー
ス
ポ
ッ
ト
を
指
摘
し
ま
し

た
。
「
掃
除
が
さ
れ
て
い

た
。
「
掃
除
が
さ
れ
て
い

て
、
雰
囲
気
の
い
い
神
社
だ

て
、
雰
囲
気
の
い
い
神
社
だ

ね
」
と
大
根
師
の
感
想
。

ね
」
と
大
根
師
の
感
想
。
荒あ

ら
あ
ら

魂た
ま
た
ま

よ
り
穏
や
か
な

よ
り
穏
や
か
な
和に

ぎ
た
ま

に
ぎ
た
ま魂
の
社
の
社

だ
と
勝
手
に
解
釈
し
て
、
参

だ
と
勝
手
に
解
釈
し
て
、
参

拝
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

拝
を
済
ま
せ
ま
し
た
。

＊
不
思
議
な
ス
ナ
ッ
プ
写
真

＊
不
思
議
な
ス
ナ
ッ
プ
写
真

　

と
こ
ろ
が
、
今
年
４
月
怪

　

と
こ
ろ
が
、
今
年
４
月
怪

奇
な
現
象
が
起
き
ま
し
た
。

奇
な
現
象
が
起
き
ま
し
た
。

宇
津
宮
稲
荷
社
の
講
中
の
人

宇
津
宮
稲
荷
社
の
講
中
の
人

た
ち
が
、
花
見
を
し
た
時
で

た
ち
が
、
花
見
を
し
た
時
で

す
。
そ
の
様
子
を
カ
メ
ラ
に

す
。
そ
の
様
子
を
カ
メ
ラ
に

納
め
た
中
に
昇
龍
の
姿
が
写

納
め
た
中
に
昇
龍
の
姿
が
写

っ
た
の
で
す
。

っ
た
の
で
す
。

　

大
根
師
の
判
断
で
は
、
心

　

大
根
師
の
判
断
で
は
、
心

配
は
ご
無
用
！
逆
に
喜
ぶ
べ

配
は
ご
無
用
！
逆
に
喜
ぶ
べ

き
ス
ナ
ッ
プ
だ
そ
う
で
す
。

き
ス
ナ
ッ
プ
だ
そ
う
で
す
。

龍
は
神
の
乗
物
、
写
真
に
は

龍
は
神
の
乗
物
、
写
真
に
は

中
心
的
な
一
つ
だ
け
が
写
っ

中
心
的
な
一
つ
だ
け
が
写
っ

て
い
る
が
、
実
は
無
数
の
神

て
い
る
が
、
実
は
無
数
の
神

が
、
講
中
の
人
々
の
日
ご
ろ

が
、
講
中
の
人
々
の
日
ご
ろ

の
善
業
と
花
見
の
歓
び
を
報

の
善
業
と
花
見
の
歓
び
を
報

告
す
る
た
め
に
昇
っ
て
い
く

告
す
る
た
め
に
昇
っ
て
い
く

姿
だ
と
い
う
の
で
す
。
感
動

姿
だ
と
い
う
の
で
す
。
感
動

的
で
不
思
議
な
写
真
で
す
。

的
で
不
思
議
な
写
真
で
す
。

広
が
れ
防
犯
の
輪

広
が
れ
防
犯
の
輪

空
き
家
を
再
生
し

空
き
家
を
再
生
し

歌
舞
伎
グ
ッ
ズ
専
門
店

歌
舞
伎
グ
ッ
ズ
専
門
店

小
町
通
り
に
オ
ー
プ
ン

小
町
通
り
に
オ
ー
プ
ン

物
づ
く
り
拠
点
に

物
づ
く
り
拠
点
に

葉
山
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

葉
山
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

逗
子
発「
夜
回
り
ラ
ン
」

逗
子
発「
夜
回
り
ラ
ン
」

　

「
松
竹
歌
舞
伎
屋
本
舗
鎌

　

「
松
竹
歌
舞
伎
屋
本
舗
鎌

倉
小
町
店
」
が
、
９
月

倉
小
町
店
」
が
、
９
月
1313
日

鎌
倉
市
小
町
に
オ
ー
プ
ン
し

鎌
倉
市
小
町
に
オ
ー
プ
ン
し

た
＝
写
真
。

＝
写
真
。

　

歌
舞
伎
座
来
場
記
念
に
土

　

歌
舞
伎
座
来
場
記
念
に
土

産
物
と
し
て
販
売
し
て
い
た

産
物
と
し
て
販
売
し
て
い
た

商
品
を
、
広
く
流
通
さ
せ
よ

商
品
を
、
広
く
流
通
さ
せ
よ

う
と
松
竹
（
東
京
都
中
央

う
と
松
竹
（
東
京
都
中
央

区
、
迫
本
淳
一
社
長
）
が
開

区
、
迫
本
淳
一
社
長
）
が
開

設
し
た
２
０
１
１
年
東
京
駅

設
し
た
２
０
１
１
年
東
京
駅

の
１
号
店
、

の
１
号
店
、
1313
年
歌
舞
伎
座

年
歌
舞
伎
座

の
２
号
店
に
次
ぐ
３
号
店
。

の
２
号
店
に
次
ぐ
３
号
店
。

　

入
り
口
で
「
口
上
師
」
が

　

入
り
口
で
「
口
上
師
」
が

口
上
を
述
べ
な
が
ら
縁
起
物

口
上
を
述
べ
な
が
ら
縁
起
物

を
販
売
、
若
者
や
子
ど
も
向

を
販
売
、
若
者
や
子
ど
も
向

け
に
ア
ニ
メ
な
ど
の
キ
ャ
ラ

け
に
ア
ニ
メ
な
ど
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
商
品
も
扱
う
。
☎
０

ク
タ
ー
商
品
も
扱
う
。
☎
０

４
６
７
・

４
６
７
・
2323
・
８
５
１
０

・
８
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